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■会場の声

【 大変面白かった】

・創薬の歴史、今後の進め方などをわかりやすく説明し

ていただいた。（50代・どちらにも深く関わらない）

・各界の第一人者の厳しい意見等が聞けてよかった。    

（40代・どちらにも関連する）

・エンドセリンの基礎から応用まで聴けて大変興味深

かったです。（50代・創薬に関連する）

・テーマ、講師共に期待に応えられたものであった。　
（60代以上・どちらにも深く関わらない）

・若い人の交流が大切というのはよくわかるのですが、

具体的にそのチャンスはあまりないのが実状だと思い

ます。アンオフィシャルに出会う場が必要かと。　　
（30代・生命科学に関連する）

・今後の産学官の具体的な活動について知りたい。　　
（30代・創薬に関連する）

・医療領域のシステム開発を行っているが、市場規模

という大きなハードルにいつも苦労している。創薬の

方々も同じ苦労をされていることに励まされた。何か

良いスキームがないものだろうか。過度な商業主義で

はなく社会主義をめざしたいですよね。　　　　　　
（50代・生命科学に関連する）

・より若手の研究者が多く参加できるような工夫が必要

ではないでしょうか。せっかくすばらしいお話がたく

さん聞けるので。（40代・生命科学に関連する）

・イノベイティブな研究成果を出してきた方々の話は

大変面白く興味深く聞かせていただきました。これか

らもイノベーションを担う若手研究者の話もあるとよ

かったと思います。（50代・どちらにも深く関わらない）

・こんなに面白いなら、また来たいと思いました。

　（40代・生命科学に関連する）

・すべて内容豊富でしばらしいものでした。勉強になり

ました。今後に活かしたいと思います。

　（50代・どちらにも深く関わらない）

・確かに若い人が少ないです。　　　　　　　　　　 
（50代・どちらにも深く関わらない）

・野依先生の情熱に圧倒された。後藤先生の話も興味あ

るものであった。（60代以上・生命科学に関連する）

　1. 全体の印象は

大変面白かった：43
57%

面白かった：27
36%

ふつう：4
5%

未記入 : 2
2%

　2. 主たる仕事はどれに該当するか

どちらにも深く
関わらない：36

47%

創薬に関連する：8
11%

生命科学に
関連する：20

26%

どちらにも関連する：8
11%

未記入：4
5%

　　3. 年齢層

20 代：10
13%

30 代：9
12%

40 代：14
19%

60 代以上：22
29%

50 代：20
26%

未記入：1
1%

会場アンケート
■集計（回答者数：76、回答率 3�%）



6 第 4回サイエンス・フロンティアつくば (SFT2006) 開催報告書

Sep. 5, 2006

・特に野依先生のしっかりした技術の現状、課題と歯切

れの良い問題提起（権威と市場主義に負けない信念）

について感銘を受けました。（60代以上・生命科学に関連する）

・野依先生のお話は大変示唆に富むものだった。後藤

先生のお話は創薬研究の現場の雰囲気をよく伝えてい

た。ともに良いお話だった。　　　　　　　　　　　
（60代以上・どちらにも深く関わらない）

・若輩者の身としては大変励みになり、また興味を新た

にすることができました。ありがとうございます。（20代）

・私は学生をしているが、勉強に対する意欲が高まっ

たと共に、世界で活躍されている先生の話が聞けてよ

かったです。（20代・生命科学に関連する）

・野依先生の人類への貢献についての熱と思いに感激

し、後藤先生の執念に感心した。　　　　　　　　　
（60代以上・生命科学に関連する）

・非常に良い企画で、講演内容も非常にわかりやすく話

していただいた。後から講演された 2社の製薬企業出

身者の創薬に対する違いがあることがわかった。　　
（60代以上・どちらにも関連する）

・良い機会だった。（20代・生命科学に関連する）

・具体的な研究開発のお話、物事の考え方、進め方の点

で大変面白く聞かせていただきました。ありがとうご

ざいました。（30代・創薬に関連する）

・野依先生の話でリーダーシップの話があったが、それ

が政治の中でうまく行われるかどうか、政治家だけに

まかせておいては心配で、もっと強力な圧力団体にな

らないといけないのでは。（40代・どちらにも関連する）

・世界トップの研究実績をお持ちの野依先生、後藤先生

のお考えを直接伺えたのがよかった。　　　　　　　
（60代以上・どちらにも深く関わらない）

【面白かった】

・西村先生の講演に企業名の PRが多すぎて、パネルディ

スカッションとしての内容にそぐわないように思え

た。（50代・どちらにも関連する）

・野依先生の格調高く、辛口の講演がよかった。「国益

を考えるということ、重大なことである国益とは一体

何か、右翼化ではなく、靖国神社ではなく！！」考え

させられた。（60代以上・どちらにも関連する）

・前半は面白かったが、後半は多少初心者っぽい話で

だれ気味であった。パネルディスカッションの発表は

もっと短くすべきだと思われる。　　　　　　　　　
（40代・どちらにも深く関わらない）

・若手研究者へのエールありがとうございました。ぜひ

いい薬を創製したいと思っております。　　　　　　
（20代・創薬に関連する）

・つくばの創薬基礎研究（アカデミア）のレベルは 10

～ 15年前の方が高かったと思われる。　　　　　 
（50代・どちらにも関連する）

・全体テーマから見て、専門的な発表に時間を取り過

ぎ。有益な提言についての議論の時間が不足。　　　 
（50代・どちらにも深く関わらない）

・パネルディスカッションにもう少し時間があればよ

かった。（30代・創薬に関連する）

・パネルディスカッションの時間を充分取ってくださ

い。（40代・どちらにも深く関わらない）

・良かった。（40代・どちらにも関連する）

・論文を出すだけに走る、教授・助教授等を国益のため

に、化学させるためにはどうすればいいのか、知的財

産の蓄積だけの予算にしては大きすぎるのではないか

と思います。特に国公立大学の教授等には、国のため

になれる研究、産業のためになる研究をしていただき

たいと改めて思いました。（20代・どちらにも深く関わらない）

・野依理事長が最後に言われた「総合的な科学的統治の

構築」は大変重要であると思う。日本の科学技術を発

展させるためには一歩進めて、文系と理系の融合が必

要ではないか。新しい世界を切り拓くためには、文化

的素養が必要であり、初等中等教育の段階からもっと

しっかり教育すべきではないかと感じた。同様の意味

で大学入試についても総合力を評価する昔のやり方に

戻すようなことも考えていただければ幸いである。　
（50代・どちらにも深く関わらない）

・野依先生からの若手研究者に対するメッセージ的な発

表に非常に感動した。社会貢献を意識することの必要

性を感じた。（30代・生命科学に関連する）

・基礎的な成果を実際の薬品までにすることは、企業と

しても大事だとは思うが、国や社会として戦略的にそ

のプロセスや目標を設定することも必要。その仕組み

を議論することも大切だと思う。　　　　　　　　　
（60代以上・どちらにも深く関わらない）

会場の声
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・豊富な経験に基づく意見が聞かれて有益であった。　
（50代・生命科学に関連する）

・講演時間をもっときっちりも守ってほしい。時間を延

ばす演者が多すぎて、会として残念に思う。ライフサ

イエンスに対する鋭い意見が多数聞けたこと、特にラ

イフ系研究者は、言うことを実現するのが少なすぎる

と感じる。もっと社会に還元する成果、投資に見合っ

た成果を出せるよう努力し、成果公開すべきである。（30

代・生命科学に関連する）

【ふつう】
・野依先生の「大学の教授などは論文を書くことで満足

している人が多い、もっと世の中に役立つものをやら

ないと意味がない」という言葉には同じ思いです。趣

味の研究をしている人が多く、本当に産業として役立

てようという気持ちは感じられません（建前だけが多

い）。（20代・どちらにも深く関わらない）

・生命科学は不思議な事がたくさんある。　　　　　　
（20代・どちらにも深く関わらない）

■今後企画として取り上げたいテーマ

・科学と社会の関係、文理融合などをキーワードにした

シンポジウム。（20代・どちらにも深く関わらない）

・国や地元行政機関（県、市町村）等、研究機関をどう

バックアップすべきか、という議論もあってよい。　
（40代・どちらにも関連する）

・科学技術と人文社会科学の融合の方向性（つくばの人

文分野の視点）。数理科学の展望（どのように社会に

contributeしているか？）。（50代・どちらにも深く関わらない）

・今後の新エネルギーの供給は何が有力かを探る。　　
（60代以上・どちらにも関連する）

・産学連携、科学統治、科学と社会。　　　　　　　　 

（40代・どちらにも深く関わらない）

・定年後の研究者の活用法についての問題点。　　　　
（60代以上・どちらにも深く関わらない）

・若手交流のできるような企画をしてほしい。　　　　
（40代・どちらにも深く関わらない）

・臨床研究（40代・どちらにも関連する）

・計測技術：科学技術の発展のためには新しい計測技術

必要であるが、あまり光が当たっていない。DEのシ

ミュレーション技術：今後の設計は Design by Analysis

になる。その元はシミュレーション技術。　

 （50代・どちらにも深く関わらない）

・基礎物理学（60代以上・どちらにも深く関わらない）

・ラボレベルから製造レベルへの困難等、研究のみな

らず「製薬業」としての話を聞いてみたい。　　　　 
（30代・生命科学に関連する）

・科学技術行政　大学の人、研究所の人達はよくやって

いて、成果も上げていて問題なし。

・日本の食糧について。（60代以上・どちらにも深く関わらない）

・創薬（続編）。（50代・生命科学に関連する）

・食品・食料とサイエンティフィックな安全・安心分析。
（60代以上・生命科学に関連する）

・脳科学。（60代以上・どちらにも深く関わらない）

・私は北海道恵庭市から初めて参加しました。道内には

この種のセミナーはありませんので、生命科学、創薬

のテームを継続にやっていただければ助かります。　
（60代以上・生命科学に関連する）

・異分野融合の研究。（50代・生命科学に関連する）

・産学連携研究の成果（分野はあえて決めず、広く集ま

ればなお良いと思う）。（30代・生命科学に関連する）

・ソフトウェア、IT/NW。（60代以上・どちらにも深く関わらない）

・AIDS。（20代・生命科学に関連する）

・生命科学／農業について（農の役割）。　　　　　　 

（60代以上・生命科学に関連する）

・環境や新エネルギーに関するテーマ。　　　　　　　
（60代以上・どちらにも関連する）

・省エネ関係を含めたエネルギーについて。　　　　　
（50代・どちらにも深く関わらない）

・国際協力のあり方、対欧米　対アジア。　　　　　　
（60代以上・どちらにも深く関わらない）

会場の声


